




その他のタイトル Phase transition in molecular system by












氏名 片岡 洋右 
学位の種類 博士（工学） 
学位記番号 第 429号 
学位授与の日付 2018年 3月 24日 
学位授与の要件 法政大学学位規則第 5条第 1項第 1号該当者（甲） 
論文審査委員 主 査 教授 緒方 啓典    
副 査 教授 山下 明泰  
副 査 教授 髙井 和之 












    
1 2
1 2
1 1 2 2/ /
T T
p p












意味の分かりやすいパラメータを 2 個だけを使う van der Waals 式は本論文の目的に合
致している。そこでこれを式の形を変えない範囲で固体と気体の間の相転移を表わせるよ
うに拡張する。こうして式(1)に基づく相転移点の計算も初等的に数値的に行えるようにす
る。van der Waals 式は広く一般の分子系に適用できる。本論文では、分子動力学シュミ







ある van der Waals式を仮定して、同式の形を変えない範囲で固体と気体の間の相転移を
表わせるように拡張を行い、気相・液相・固相間の相転移の境界線を定める方法について
述べている。一般に van der Waals式は、気相-液相間の相転移を統一的に説明するための
分子間相互作用としてこれまで広く用いられてきたが、固相を含めた議論はごく限られた
状態においてされてきたのみであった。本論文では、初めて密度の非常に高い凝縮状態で





























































      （報告様式Ⅲ） 
